　臨時生物科学セミナー　第179回
日時：９月１７日（金）16：30〜18：00

場所：理学部2号館　第二講義室（223）
	 講演題目：他殖から自殖へ：シロイヌナズナにおける繁殖システムの進化の遺伝的背景

	 講演者名：土松　隆志　博士（チューリヒ大学　植物生物学研究所）

	講演の概要

　他殖的な状態から自殖的な状態への推移は，被子植物におけるもっとも一般的な進化的移行のひとつである．自家不和合性は自殖（自家受精）回避のための普遍的な遺伝的メカニズムであり，他殖から自殖への進化の多くは自家不和合性の喪失によってもたらされたと考えられている．自家不和合性の喪失に伴う自殖性の起源については，これまでその適応的意義に関する研究が多く蓄積されてきた．一方で，どのような突然変異が自殖性の進化を担ったのかという遺伝的背景に関する知見はいまだ限られている．
　我々は，分子遺伝学のモデル生物として知られるアブラナ科シロイヌナズナをもちいて，この問いに取り組んできた．シロイヌナズナの近縁種の多くは自家不和合性をもち他殖性であるいっぽう，シロイヌナズナでは自家不和合性は失われており，野外集団において結実する種子の約99%は自殖由来であると推定されている．我々は，集団遺伝学的解析・近縁種との種間交配実験・形質転換実験などの多角的なアプローチから，自家不和合性の喪失の原因となった突然変異が自家不和合性に関わる遺伝子座（S遺伝子座）の花粉側因子上にあること，およびその突然変異がシロイヌナズナの種内に非常に広く共有されていることを示す (Tsuchimatsu et al., 2010)．計算機シミュレーションによる解析もまじえ，遺伝的背景を調べることで新たに見えてくる自殖の進化の生態学的なシナリオについても議論したい．
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